
◎政治分野における男女共同参画の推進に関する法律の一部を改

正する法律 
（令和三年六月一六日法律第六七号）（参）   

一、 提案理由（令和三年六月九日・参議院本会議） 

○森屋宏君 ただいま議題となりました法律案につきまして、内閣委員会を代表いたし

まして、提案の趣旨及び主な内容を御説明申し上げます。 

 政治分野における男女共同参画の推進に関する法律が三年前に施行されてから今日に

至るまで、政治分野への女性の参画は徐々に進んできてはおりますが、依然として諸外

国と比べると大きく遅れている状況にあります。 

 本法律案は、こうした現状に鑑みて、政治分野における男女共同参画をより一層推進

するため、政党等の自主的な取組を促進し、国及び地方公共団体の施策を強化しようと

するもので、その主な内容は次のとおりであります。 

 第一に、政党等の取組を促進するため、政党等の取組項目の例示として、候補者の選

定方法の改善、候補者となるにふさわしい人材の育成、セクハラ・マタハラ対策の実施

を明記しております。 

 第二に、国及び地方公共団体の施策を強化するための具体的施策を明記しております。

すなわち、環境整備に関する施策の例示として家庭生活との両立支援のための体制整備

を明記し、実態調査の対象に社会的障壁の状況を加え、人材の育成等に関する施策の例

示として模擬議会、講演会の開催の推進を明記しております。加えて、セクハラ・マタ

ハラ対策の重要性に鑑みて、研修の実施など、その発生防止に資する施策を講ずるもの

とする規定を新設しております。 

 第三に、政治分野における男女共同参画の推進についての基本原則として、衆議院、

参議院及び地方公共団体の議会並びに内閣府、総務省その他の関係行政機関等が、適切

な役割分担の下で積極的に政治分野における男女共同参画の推進に取り組むことを追加

しております。 

 第四に、現行法において国及び地方公共団体に課せられている努力義務規定を義務規

定とすることにより、それぞれの責務を強化しております。 

 第五に、この法律は、公布の日から施行することとしております。 

 以上が本法律案の提案の趣旨及び主な内容であります。 

 なお、本法律案は、内閣委員会におきまして全会一致をもって委員会提出の法律案と

することに決定したものであります。 

 何とぞ速やかに御賛同くださいますようお願い申し上げます。 

二、 衆議院内閣委員長報告（令和三年六月一〇日） 

○木原誠二君  

……………（略）…………… 

 次に、政治分野における男女共同参画の推進に関する法律の一部を改正する法律案に



つきまして、内閣委員会における審査の経過及び結果を御報告申し上げます。 

 本案は、政治分野における男女共同参画をより一層推進するため、政党等の取組項目

の例示として候補者の選定方法の改善等を明記するとともに、セクハラ、マタハラ問題

の発生の防止に資する研修を実施する等の措置を講ずるものであります。 

 本案は、参議院提出に係るもので、昨九日本委員会に付託され、同日、森屋参議院内

閣委員長から趣旨の説明を聴取した後、直ちに討論を行い、採決の結果、本案は全会一

致をもって原案のとおり可決すべきものと決しました。 

 以上、御報告申し上げます。 

 （注） 参議院においては、委員会の審査は省略された。 


